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警戒区域 狭いのか広過ぎるのか？

藤井　恭一

　福島原子力発電所の事故で、30km 半径内が汚

染区域と認定されている根拠を、誰が提供したのだ

ろうか。単なる炉心の温度が上昇して発生した水素

が爆発し炉心内の放射性物質が撒布されただけな

のに、専門と自称なさる東工大出身の総理は、広島、

長崎の原爆のことが思い浮かばれたのかもしれない

が、核分裂と違って、炉心内水素ガスの爆発による

炉心内放射性物質の撒布が、そんなに怖いものとは

知りませんでした。広島、長崎での原爆の爆発は、

500m 以上の高度で起ったが、被害は 3 〜 4km 以

内の木造構造、ビルの内部の火災が起っています。

直径 1km 内の地上にいた人間は全員即死、2km

までは爆風で飛ばされ、露出した皮膚は III 度以

上の火傷（ケロイドの残る）で殆ど即死に近かっ

た様です。

　現在、新聞による10km 半径内の放射線量は、

24 時間に換算すると殆ど 2mSV を超えていない（新

聞の資料をもとに私が 1 日あたりに計算しました）

が、子供達の被曝が問題となっている由です。広島、

長崎の被曝者では、年齢による区分けはなく、全体

として認定しています。又、両市共に、被曝者認定

では爆心地からの距離については、当時は全く問

題にはなっていなかった。又、広島、長崎での爆

発が、地上 500m 以上であったのに、水素爆発が

地表であったことの違いを、被曝者認定に考慮され

ていない。

　又、認定危険区域内での、人命救助については、

全く手つかずで放置されていたのを、米国の兵士達

がボランティアで捜査してくれるまでは、危険区域

内であるとして、日本人の救助活動は禁止されてい

た。被曝について、知識、情報が、全く、広島では

なかったせいでもあるが（当時でも知識が零ではな

かったと思うが）、多くの救命施設が、爆心地の

1km 以内に原爆投下後 2 時間以内に設けられた。

　その頃 30km 離れた東広島市の寺西国民学校 6

年生だった私は、爆発の瞬間教室中が急に明るくな

り、窓から西方広島の方向に落下する落下傘が認め

られ、黒い煙のあと例の原爆雲が認められた。教

師も一緒に窓から見ていたが、あのカボチャのよう

な雲を見て、ホッとした様に机についてと命じられた。

投下後 20 分もしない内に先生から、広島が大変だ

から、お前達は、家に帰るようにと云われ、何とな

く授業が休みになって嬉しくなって帰宅した。すると、

傷病軍人療養所に勤務していた父も、救護班を引

率して広島へ出発したと母が話していた。あとで様

子を聞くと、投下後 10 分後には、救護班の要請が

あり、第一班が出発して 1 時間後に、兎に角大変だ

からと、第二班を引率して出発した後だった。その

時の救護所は、内部が丸焼けになった、爆心地か

ら約 1km の本川小学校であった。3 日後の夜中に、

疲れきった仲間の医師を連れて帰宅した。全体で、

200 名くらいの職員が救護にあたっていたが、当時、

広島に救護で出掛けた人達が、原爆症とかその他

の病気で亡くなったりした方は、少なくとも昭和 50

年（30 年後）にはなかったと父から聞いている。当

時 42 才だった父の年令からすると救護に当った職

員の方々は、殆ど、父より若かった様である。当時

のビラ（米軍が飛行機でバラマイていた）では、原

子爆弾を落すから広島の人は、当日留守にする様に

という警告があったそうである。

　いずれにしても、福島では、30km 半径の人々は緊

急避難させられたのが、常識で考えても妙だと思っ

た訳である。この地域に生存者があれば見捨てら

れたことになる。東海村の事故の時には、被曝され

た一人が歩いて引き上げているのを TV で見た記憶

がある。（この方は亡くなった。）昭和 38 年広島での

日本放射線影響学会総会で、「大線量照射によるマ

ウスの急性死」の発表をした時、致死線量を照射し

たマウスの内、麻酔したマウスの死亡までの時間が、

他のマウスより長いことを報告した。（日医放会誌 25

（1）：30-46,1965）註）これを中国新聞で「被曝しても安

静にしていると生命が助かる」と紙上でとり上げら
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れたのを思い出しました。

　広島での 30km 圏は、山陽本線では、東は西広

島から西は大竹となるし、長崎では、諌早というこ

とになる。東京駅では横浜、上野からは大宮、博

多では東は赤間、西は鳥栖という事になる。

　これを指示した人が、30km 圏が、実際にどの様

な距離を含むのか御存じだったとは思わない。

Cherrnobyl の様な、とんでもない田舎のことが頭に

あったのかもしれないが、全くおかしいと思わなか

ったのでしょう。（被曝者認定は 3km 以内で被曝又

は入市した方々で、現在広島、長崎での被曝者健

康手帳を持っている方は、21 万 9410 人である。

H23.3 月末 朝日新聞）

　75 年間草木も生えないと云われた広島では、鉄

道沿線にしか生えていなかった、荒れ地野菊（別名

鉄道草又は、ペンペン草）が、広島市内、そこら中

に繁茂していたのを記憶している。（昭和 21 年 4 月）

　翌年 4 月、内部が焼け落ちた、広島高師附属小

学校の灰の中で、江波の三菱の寮にあった、長机と

長椅子を、荷車で私共が手伝って運び込み、授業

を受けた事を思い出しました。

　原爆の代名詞にピカドンと言っていたが、私には、

音ははっきりしないが、ピカという光の記憶は消えな

い。核爆発とピカは切っても切れない関係がある。

福島での原子力発電所では、ピカはなかった訳です。

“原発 125 個分”などとノタマッタ方は、全くの無智

としか云えません。

　ピカのない核爆発はないと考えますと北朝鮮の核

実験は、ピカがなかった様です。

註）心電計を装着して照射筒内で照射し死亡まで照射

しました。死亡直前に心電図に全身痙攣による筋電

図混入を死亡の判定としていました。この痙攣を確

認するため、死亡前に照射を中断して観察しました。
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